
廃線空間車道 車道

　既存ストックは点在しているものの、連続性や回
遊性に乏しく、周辺住民のみの利用に限定され、持
続的な活用がされていない。世代間の断絶や交流不
足により地域のつながりが弱まっている。

　新潟の交通特性として、日常移動の多くを車に依
存した車社会であることがあげられる。車道優先の
道路構成や狭い歩道が歩行を妨げ、歩行ネットワー
クが断絶され、歩きにくい状況になっている。

　玄関から車までの移動で生活動線が完結してしま
い、近隣住民と顔を合わせる機会が減少している。
その結果、地域内での交流や繋がりが希薄になって
いる。

　雪や雨が多い新潟では外出機会が限られ、屋外で
の運動・健康が失われている。その結果、季節性う
つや生活習慣病の恐れが高まっている。

　新潟の悪天候により、外出機会が限られることは
地域住民との交流が限定されることに直結し、地域
コミュニティの希薄化を招く。

■活用レベルの低い既存ストック ■車社会と地域コミュニティ ■新潟の地域特性と健康状態

　対象地中央にある廃線跡の歩行空間も、アスファ
ルト舗装やベンチの設置程度の整備に留まっており、
電鉄時代から残るガードレールがアクセスを阻むた
め、人が集える空間とは言い難い。

課題課題03030202

山田小学校北側 高速道路高架下 廃線跡地 ときめきさくら公園 黒崎北部公民館 新潟特有の気候
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の希薄化

信濃川下流で氾濫対策として大河津分水が通水し、河川水位が低下
運航困難となった河川蒸気の代替手段として、1933 年に新潟電鉄が開通
1963 年の新潟地震の被害やモータリゼーションの急速な進行により、電鉄利用者が激減
1990 年頃に、郊外のスプロール化の中でときめき周辺の開発が進む
1999 年に新潟電鉄が廃止に至り、レールなどが撤去され、電鉄跡地が残る
ときめき周辺では、ゆるやかな人口減少・高齢化が進む
2007 年～ 2021 年に廃線路が歩行空間として舗装整備される
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対象地：新潟県新潟市西区ときめき・山田の一部／対象地人口：約 7000 人

現状現状03030101

■対象地の空間特性
　・対象地は、アパートや一軒家などの住宅が大部分を占め、ニュータウンと古い住宅地が混在する地域である。
　・対象地内には小さな公園が点在し、病院・老人ホームなどの福祉施設や小学校も立地している。
　・かつて新潟電鉄の路線であった場所は、現在アスファルト舗装された歩行空間として活用されている。

■地域特性
　・アパートに住む子育て初期世代（乳幼児）や、新築の一軒家に住む子育て中期世代（小学生～高校生）、昔から
　　ある住宅地に住む高齢者世代など、多様な世代が暮らす住宅地である。

廃線路廃線路で

　　編み直す日常日常と健康健康

　本提案の対象地であるときめき周辺地区は、新潟市郊外に位置する新旧住宅地が混在したエリアである。
　かつての新潟電鉄があった廃線跡地は歩行空間として整備されているものの、周辺の公園や公共施設と
のつながりが弱く、日常的に人が集まる空間とはなっていない。
　また、車中心の生活様式や雪・雨の多い気候条件が、住民の外出や交流の機会を減少させ、地域コミュ
ニティの希薄化や健康面での課題を生じさせている。
　本提案では、廃線跡を軸として周辺の公共ストックを有機的に結び、歩行と滞在を促す環境を再構築す
ることで、誰もが気軽に体を動かし、地域の中で関わり合うきっかけを生み出す。スポーツや散歩などの
軽い活動を通じて、健康増進と交流の再生を両立させる、郊外型の新しいまちのあり方を目指す。



失われた鉄路が、再びまちを動かす。かつて場と場、人と人を結んだ廃線跡を、今度は「歩く」「集う」「楽しむ」を結ぶ軸として再生する計画である。線路失われた鉄路が、再びまちを動かす。かつて場と場、人と人を結んだ廃線跡を、今度は「歩く」「集う」「楽しむ」を結ぶ軸として再生する計画である。線路
跡を中心に、公園や公民館、学校などのまちの資源を結び付け、誰もが自然と体を動かしたくなる環境をつくる。失われた線跡を中心に、公園や公民館、学校などのまちの資源を結び付け、誰もが自然と体を動かしたくなる環境をつくる。失われた線路を「を「ときめきロードときめきロード」として」として
再び描き、散歩やジョギングといった動作が日常的に「再び描き、散歩やジョギングといった動作が日常的に「はぐくまれるはぐくまれる」場になる。住民の日常動線として「誰もがアクセスできる」場としてまちにひらかれ、」場になる。住民の日常動線として「誰もがアクセスできる」場としてまちにひらかれ、
様々な世代が出会い「様々な世代が出会い「つながれるつながれる」。地域に新たな活力を灯す「」。地域に新たな活力を灯す「出会いの場出会いの場」になる！」になる！

「まちの資源を廃線でつなぐ」「まちの資源を廃線でつなぐ」

廃線軸と公園・広場のような廃線軸と公園・広場のようなオープンスペーオープンスペー
スを一体的に活用スを一体的に活用し、分岐することで、歩行し、分岐することで、歩行
やランニングの合間に休息・交流・軽運動のやランニングの合間に休息・交流・軽運動の
場を得る。場を得る。

生活軸線の再編生活軸線の再編

○生活上の精神的健康○生活上の精神的健康

「つくる「つくる /はぐくむ」はぐくむ」
インフラの変化により、使われない廃線を人が体を動かす、あつまるための場所として捉え活用するインフラの変化により、使われない廃線を人が体を動かす、あつまるための場所として捉え活用する
・日常的なスポーツの場の創出・日常的なスポーツの場の創出
・廃線を利用した学びの場・廃線を利用した学びの場

「あつまり、ともに、つながる」「あつまり、ともに、つながる」
こども・子育て世代・高齢者、、、様々な世代の交流の場にこども・子育て世代・高齢者、、、様々な世代の交流の場に
・日常的な出会いの場・日常的な出会いの場
・それぞれの生活が表出・それぞれの生活が表出
・まちの住民の意識・アイデンティティ・まちの住民の意識・アイデンティティ

「誰もがアクセスできる」「誰もがアクセスできる」
スポーツによってまちがひらかれるスポーツによってまちがひらかれる
・日常の動線になる・日常の動線になる
・誰もが関われる余白空間、共在の場・誰もが関われる余白空間、共在の場
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スポーツは特別なものではなく、日々のくらしの中にスポーツは特別なものではなく、日々のくらしの中に自然に取り入れる自然に取り入れることが、ことが、
心身の健康を支える となる。気軽に継続できるライトなスポーツを通して、地心身の健康を支える となる。気軽に継続できるライトなスポーツを通して、地
域の域の Well-beingWell-being を育む。を育む。

年齢や体力に関係なく、誰でも気軽に
楽しめる軽運動。健康づくりや地域の
交流を目的としている。

スポーツとくらしの接続スポーツとくらしの接続03030505 廃線とのつながり廃線とのつながり03030606

スポーツと健康スポーツと健康03030404

○くらしの中ににじむスポーツ○くらしの中ににじむスポーツ
週1回以上運動した人　52.4%52.4%

一方で

週 2回以上運動した人　27.1%27.1%

運動の意識があるにもかかわらず、
継続できていない人が多い‼

約 25%25%減

36.8%36.8%

36.2%36.2%

■直近 1年に運動頻度　週に 1日以上
■直近１年の運動頻度　週１日未満
■この 1年に運動・スポーツはしなかった

■1年以上に継続した運動頻度　週に 2日以上
■1年以上継続した運動頻度　週 2日未満
■1年以上に運動を継続しなかった

25.3%25.3%

22.3%22.3%
私たちの考えるスポーツは私たちの考えるスポーツは

特別な行為ではなく「特別な行為ではなく「生活リズム生活リズム」の
　１つとして継続することが大切　１つとして継続することが大切

コンセプトコンセプト03030303

新潟の気候新潟の気候

生活習慣病、季節性うつ病
　　　　　　　のような疾患

冬季の悪天候

運動による
ストレス軽減

定期的な定期的な
運動習慣確保運動習慣確保

心の充実心の充実

Well-beingWell-being

生活習慣病等
予防改善

体力維持

孤独感↓
閉塞感↓

Well-beingWell-being
「する」「みる」「ささえる」の　　「する」「みる」「ささえる」の　　

　　ような「　　ような「自発的な自発的な」参画」参画

する みる ささえる

人々が感じる「楽しさ」や「喜び」人々が感じる「楽しさ」や「喜び」

「ときめきロード」が住宅地や商業地、学校な「ときめきロード」が住宅地や商業地、学校な
どとつながることで、どとつながることで、日常生活の中に運動空日常生活の中に運動空
間が生まれる。わざわざ運動をする場所に行が生まれる。わざわざ運動をする場所に行
かなくても、自然と体を動かせる通り道になかなくても、自然と体を動かせる通り道にな
る。る。

廃線が住宅・商業・公共・教育・農地などを廃線が住宅・商業・公共・教育・農地などを
身体スケールでつなぐ新たな軸となる。各エ身体スケールでつなぐ新たな軸となる。各エ
リアの活動が連動して健康的なライフスタイリアの活動が連動して健康的なライフスタイ
ルを支えるルを支える多様な拠点多様な拠点を形成する。を形成する。

ライトなスポーツとは？ライトなスポーツとは？

ライトなスポーツの特徴ライトなスポーツの特徴
①低負荷で気軽にできる

高齢者や運動習慣のない人、
慢性疾患を持つ人でも無理な
く始めることができる

②継続しやすい

ノルマ感や義務感を感じ
ることなく、気楽に続け
られる

③どこでもできる
ライトなスポーツの導入ライトなスポーツの導入

時間と移動の制約がなく、
費用をかけずにできる

滞留空間

滞留空間と歩行空間の
　　　　すみわけによる場づくり

歩行空間

滞留空間

くらしの中で無理なくできるライトなスポーツには、散歩やストレッチなどが挙げられる。外に出るくらしの中で無理なくできるライトなスポーツには、散歩やストレッチなどが挙げられる。外に出る小さなきっかけ小さなきっかけが、体を動かすきっかけを生み、心身のが、体を動かすきっかけを生み、心身の
健康を育てていく。さらに、まちに出て人と健康を育てていく。さらに、まちに出て人と出会い出会い、関わることでまちの中に小さな、関わることでまちの中に小さなつながりつながりが生まれる。そんな日常の積み重ねが、地域の暖かさやその土が生まれる。そんな日常の積み重ねが、地域の暖かさやその土
地らしさを形づくり、まちの地らしさを形づくり、まちのアイデンティティアイデンティティを育てていく。を育てていく。
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「つくる / はぐくむ」

「場」の創出「場」の創出

01

02
出会う出会う

関係が育つ関係が育つ

接点が生まれる接点が生まれる
共感が生まれる共感が生まれる

自分も「ま自分も「まち」のち」の一部になる一部になる

同じ風景・活動を共有同じ風景・活動を共有
繰り返しの出会いで顔見知りができる繰り返しの出会いで顔見知りができる

「自分の場所自分の場所」としての意識が芽生える」としての意識が芽生える

習慣的な外出が生活習慣的な外出が生活
のリズムを整えるのリズムを整える

行動習慣の変化行動習慣の変化

様々な人々・組織が交流様々な人々・組織が交流

継続的にスポーツに取り組む継続的にスポーツに取り組む

身体的健康身体的健康

会話や交流から会話や交流から
                      歩行を促す歩行を促す

ストレスの軽減ストレスの軽減
自己肯定感の向上自己肯定感の向上

心理的健康心理的健康

外に出るきっかけ外に出るきっかけスポーツスポーツ
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「集まり、ともに、つながる」「集まり、ともに、つながる」

「だれもがアクセスできる」「だれもがアクセスできる」

健康健康
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27.1%27.1%

52.4%52.4%



都市的立ち位置都市的立ち位置03031010
■都市構造上の位置づけ
　対象地は新潟市郊外に位置し、都市中心
部との距離を保っている。また、幹線道路
と新潟バイパスの交差する位置にあり、都
市的な交通結節点として位置している。
■市街地の集約と廃線跡の可能性
　人口減少社会の現代において、ときめき
のような地方都市の郊外に位置する市街地
では、コンパクトシティの理念に基づくと、
拡散した住宅地を維持するのではなく、と
きめきロードを基軸とした居住地の再集約
が望ましい。
　歩行動線や公共空間としての再利用を通
じて、自動車依存の郊外生活に対し、とき
めきロードの活用は新たな選択肢をもたら
す。
■今後の方向性
　交通の縦横軸を基盤にした車社会の利便
性を活かしつつ、住宅地では歩行者動線の
維持・強化を図ることで、車による利便性
を確保しつつ、歩行者が安全・快適に回遊
できる空間構成を備えた、郊外型のコンパ
クトエリアの形成を目指す。

ときめきときめき
ロードロード

幹線道路幹線道路

新潟新潟
バイパスパス

郊外型コンパクトエリア郊外型コンパクトエリア

ときめきときめき
ロードロード

今後、廃線空間を軸とした公共資源を持続的かつ有効的に活用するためには、今後、廃線空間を軸とした公共資源を持続的かつ有効的に活用するためには、
他主体との連携が重要である。他主体との連携が重要である。

将来ビジョン将来ビジョン03030909

行政行政
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健康診断

イベントイベント
終了後の交流終了後の交流

小学生小学生

子育て世代子育て世代

高齢者高齢者

イベント出店者イベント出店者

ボランティアボランティア

散歩散歩

イベントの主催イベントの主催
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散歩散歩家族の見送り家族の見送り

ごみ捨てごみ捨て

登校登校 課外学習課外学習 下校下校 スポーツクラブスポーツクラブ

通勤通勤
通勤通勤

8:008:00 10:0010:00 12:0012:00 14:0014:00 16:0016:00 18:0018:00 20:0020:00 22:0022:00

出店出店

緑化活動緑化活動

↔関わりの幅↔関わりの幅
■制度的行為制度的行為
■日常・自発的行為
■イベント時の行為イベント時の行為

住民の日常住民の日常03030808
　学校・職場・家など、各世代によって生活の場所・リズムは違う。そんな中でも、各世代が交流するタイミング・きっかけはたくさんある。　学校・職場・家など、各世代によって生活の場所・リズムは違う。そんな中でも、各世代が交流するタイミング・きっかけはたくさんある。
　それぞれの生活の中でも、地域住民が交流して関わり合っていく。　それぞれの生活の中でも、地域住民が交流して関わり合っていく。

デザイン手法デザイン手法03030707
ケース１　小学校を繋げた廃線利用ケース１　小学校を繋げた廃線利用
■背景と課題
　山田小学校は、かつて校舎とグラウンドの間にあった廃線跡を統合することで敷地を拡張した。しかし都
市的には、直線的なランニングコースや移動空間としての廃線空間の軸が断絶され、地域動線としての連続
性や新潟電鉄の痕跡が失われている。

■方針
　本計画では、廃線の軸線を地域と小学校を地域に延長した交流の場として再構成し、かつて地域を貫いた
鉄道の線形を視覚的・空間的に再生することを目指す。安全面では、交通量の多い校門側を避け、廃線側か
ら敷地内へ入れる第 2の安全動線を設け、登下校や校外活動の際に児童が安心して移動できる構成とした。

■空間デザイン
　分断されたグラウンドには東側に芝生空間を設置し、西側のグラウンドとゾーン分けすることで、低学年
児童が自由に、かつ安全に遊べる場を配置した。地域住民にとっては、かつて鉄道が通った軸が子どもたち
の活動の場としてよみがえり、地域の記憶や想いを静かに継承していく。

2013 年
廃線跡統合で敷地拡張
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接続生の悪さが問題

グラウンドとの接続は
良くなったが、

地域のアイデンティティ
が喪失された

BeforeBefore AfterAfter
小学生の動線

！

！

小学生の動線 小学生の動線

新潟電鉄の空間の
視覚的・空間的再生

低学年が使う芝空間

交通量が多く
歩道が狭い

芝空間

グラウンド 学内通路

学外通路

学外通路

低学年の
遊び場

地域住民
と挨拶

ストリート
ファニチャー
で遊ぶ

大規模な
町内イベント

親が試合観戦

スポーツ少年団
の試合

体育の
授業

中学生
課外授業

日常利用

イベント利用

■背景と課題
　黒崎北部公民館は、屋外活動の場がほとんどなく、活動が建物内部に限定されているため、外部から活動
の様子が見えず、地域とのつながりが生まれにくい。また、ときめきロードに隣接した立地であるにもかか
わらず、連続して残るガードレールが敷地へのアクセスを妨げている。

■方針
　本計画では、公民館をより開かれた地域の交流拠点にするため、屋外活動の機会を創出できる場をデザイ
ンする。駐車場の半分を周辺の空地に移転し、公民館と接続した芝生空間を整備することで屋外活動を可能
にする。また、ときめきロードからのアクセス向上のため、正面道路を閉鎖しガードレールを撤去して接続
性を高める。

■空間デザイン
　整備された広場は、親子や高齢者の軽運動など、多世代が自然に集まれる交流空間となる。芝生空間では
活動の様子が外部から視認でき、自然と地域住民が関心を寄せ、参加しやすい雰囲気が生まれる。これにより、
公民館は内部に限定されず、地域と連動する多世代共用の屋外活動拠点として有効活用される。
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ケースケース 2　地域に開く公民館　地域に開く公民館
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■背景と課題
　ときめきロードはランニングや散歩の場として利用されているものの、付近に点在する公園との動線が分
断されているため、立ち寄って滞在できる空間が不足している。ときめきさくら公園は、地域の主要な公園
であり、ときめきロード付近に位置している。しかし、道路空間のみの接続や視覚的なつながりが弱いこと
から、公園とときめきロードの利用がつながらず、公園を巻き込んだ回遊や交流が限定的となっている。

■空間デザイン
　道路と空き地を緩やかにつなぎ、ボンエルフによって安全で滞在しやすい生活道路空間を形成する。とき
めきロードからの動線上にはベンチや緑の広がりを設け、散歩やランニングの途中にひと休みできる、縁側
のような滞留の場を配置。これにより、公園とときめきロードが連続し、日常的な回遊と滞留を生む公共空
間へと再生する。

ケースケース 3　公共空間と廃線の接続　公共空間と廃線の接続

ボンエルフの例

■方針
　本計画では、ときめきロードと公園の間にある道路と空き地を結節空間として再構成し、公園と周辺空間
の一体的な利用を促す。道路にはボンエルフの考え方を取り入れ、車の速度を抑えながら、歩行者や子ども
が安全に通行・滞在できる環境を整える。これにより、公園が地域の動線の中で自然に立ち寄れる空間とな
ることを目指す。

ボンエルフの配置
周囲を公園の延長線上に

公園への気軽な
立ち寄りを生む

空き地をときめきロードと
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散歩の途中で
子どもたちが遊んでいるのを
見かけると元気が出るの。
でも近くで見守ったり、

軽く挨拶できるような場所が
あるともっと嬉しいね。

放課後に友だちと話したり
写真撮ったりしたいけど
公園が通りから見えなくて
入りにくいんだよね。

なんか、知らない人しかいない
気がして落ち着かないの。

昔はみんな外で
顔を合わせていたけど

今は車で出かけてばっかり。
通りで立ち話する人も
いなくなったなあ。

声をかけるきっかけがない。

散歩の途中で友だちに
会っても立ち話できる
ベンチがないのよね。

子どもを見ながら少し座って
話せる場所がほしいな。

休日に外に出ても行くところが
あんまりないんだよね。
カフェに行っても
長居しづらいし

気軽に過ごせる場所が
もっとあったらいいのに。

　公民館に接続する屋外空間は、ヨガ教室やスポーツ
イベントなど、世代を超えた交流の場として親しまれ
ている。
　駐車場の手前半面の芝生化とガードレール撤去に
よって廃線跡からのアクセスが改善され、公民館周辺
の活動が積極性に行われる要因となった。公民館前道
路を封鎖し、自動車道、自転車道、歩行者道を分離し
た歩車分離の徹底は、歩行者の安全性確保に大きく寄
与している。
　多世代の交流の拠点として、一日の中で室内外で様々
な活動が見える化されることで、人々の滞留と活動が
誘発され、公民館周辺のコミュニティ活動のさらなる
活性化へと繋がっている。

　学区内の廃線跡は、家族や地域住民によるスポーツ
少年団の試合観戦や小学生主体のバザーなど、活発な
地域イベントの舞台となり、世代を超えた賑わいを創
出している。
　廃線跡を境界としてグラウンドを東西に分ける。東
側は芝生空間を配置し、低学年児童が安全で自由に遊
べる空間を確保する。西側は既存のグラウンドと同じ
機能を持ち、普段の利用に加え、大規模な町内イベン
ト会場としても活用される。機能を分割することで、
より使いやすい環境を保持する。
　さらに、小学生が課外授業で製作し、廃線跡に設置
したストリートファニチャーは、まちづくりへの積極
的な参画を促す媒体となり、地域愛の醸成に寄与して
いる。登下校時や放課後には、地域住民との会話や遊
具を利用した子どもの日常的な活動が定着している。

　廃線跡と公園の連続的な整備は、周辺住民にとどま
らず、遠くから来た運動中の若者や散歩を楽しむ高齢
者までもが使いたい空間となる。
　この自然空間は、心安らぐ空間づくりを大切にして
おり、地域住民の心を癒し、リフレッシュを提供する
場としての役割を果たしている。
　公園沿いの道路にはボンエルフを設置し、自動車の
速度を制限することで、歩行者が安心して利用できる
安全な環境を確保している。
　かつて廃線跡と公園の間に存在した手入れの行き届
かない空き地は、視覚的な断絶を生み、人々の立ち寄
りを阻害していた。この空間を機能的な繋がりの一部
にすることで、人々の「ちょっと寄ってみよう」とい
う気持ちを引き出す魅力的な空間へと変化した。

　これまで未利用空間であった高速道路の高架下空間
に機能を持たせることで、地域に開かれた多機能な活
動拠点として再編した。
　ここでは、壁面にボルダリング場やバスケットゴー
ルを設けられ、アクティブなスポーツ・レクリエーショ
ン活動が見られる。また、キッチンカーが出店し、地
域住民が日常的に集う賑わいの場となり、コミュニ
ティの輪が広がっていく。
　空間構成においては、ボルダリング場やキッチン
カーといった滞留機能を廃線跡の両端に集約し、中央
部を移動のための通路とすることで、移動空間と活動
空間の明確な区分を図った。これにより、移動を妨げ
る利用者による混雑が発生せず、安全性も確保される。
空間を分けることは各機能の充実につながる。

山田小学校付近山田小学校付近 ときめきさくら公園ときめきさくら公園

高速道路高架下高速道路高架下 黒崎北部公民館付近黒崎北部公民館付近
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